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【モデル・ソフトウェアの開発あるいは使用の目的】

河川環境管理財団とも連携し、下記の河川で適用性について検討している。
忠別川、渡良瀬川、神流川、中津川、大井川、天竜川、三峰川、手取川、小瀬川、肱川

　植生消長を表現するソフトを開発した。本ソフトでは、出水による植生の流失、植生による
細粒土砂の堆積促進と、それに伴う立地環境の変化による植生消長(ここでは次項“植生消長
の考え方”に示すサイクルを植生消長と呼ぶ)に焦点を絞っている。また、植生は立地条件に
したがって3段階に区分している。
　植生を3段階に区分しているため群落の予測まで出来るものではなく、また、河川の作用や
植生の立地条件からのみのアプローチという限界はある。しかし、物理環境(冠水頻度や掃流
力等)の変化が植生に及ぼす影響を検討することが出来る。裸地の維持・草本の繁茂・樹林化
の大まかな傾向を予測できるだけでも、治水・環境の両面で河川管理上有益である。例えば、
下記のような使用例が考えられ、実務上有用な支援ツールになりうる。
【要因分析】実際に生じた流量を入力することで、河道内の植生消長と出水の関連性を
            より詳細に検討できるため、樹林化の要因分析を行える。
【将来予測】任意の横断図を入力することで、比高と冠水頻度・掃流力の関係をより詳細に
            検討できるため、河川改修において樹林化の生じない適切な切り下げ高の
　　　　　　検討を行える。
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【適用事例･実績】

【モデルソフトウェアの特徴】

【開発又は改良の経緯について】

・下記掲載の多摩川を対象とした論文に基づいて本ソフトを作成した。
・操作性の向上を目指して改良を加えるとともに、様々な河川で計算を行い、
　本ソフトの課題の抽出・適用範囲の検討を行っている。

・セグメント1の河川を対象としている。
・準二次元等流計算を行っている。
・横断図や粗度係数等の定数を入力するだけで計算を行える、操作の簡易なソフトである。
・日流量あるいは時刻流量を用いて計算するため、経時的な植生消長を検討出来る。
・植生による細粒土砂の堆積や植生の移行に伴う粗度の変化を考慮できる。
・植生を3段階に区分し、次項の“植生消長の考え方”に示すサイクルを表現できる。
　(下記の番号は、図中の番号の過程を表している)
　　①：裸地を想定。
　　　　河原のような厳しい環境に生育できるが、②で述べるほど密生せず、
　　　　細粒土砂の堆積に寄与しないような植物の生育までを①の過程とする。
　　　　(Ⅰ型とする)
　　②：①の状態が一定期間経過すると、ツルヨシ等が生育するようになる。(Ⅱ型とする)
　　　　ここでの植生の特徴は、細粒土砂の堆積を促進する程度に密生することである。
　　③：②の状態で植生が流失しない程度の出水を何度か経験し、
　　　　ある程度細粒土砂が堆積すると、土層を必要とする植物が生育出来るようになり、
　　　　安定植生域が形成される。(Ⅲ型とする)
　　④：上記②と③は、大きな出水によって①に戻る。
・解析を行い易くするため、計算結果をエクセルに出力できる。






